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当院の小児循環器カテーテル治療における CE業務 清潔介助業
務を開始して

○藤井 洵希1, 北本 憲永1, 神谷 典男1, 広瀬 徳勝1, 九島 祐樹1, 村上 知隆2, 井上 奈緒2, 金子 幸栄2, 中嶌 八隅2, 森 善
樹2 (1.聖隷浜松病院　臨床工学室,　2.聖隷浜松病院　小児循環器科)
 
【目的】 臨床工学技士（ CE）の業務指針にあるように心臓カテーテル（心カテ）検査、治療への CE参加は需要
が高い。当院では、2007年から小児カテ検査での業務を開始した。そこで当院の CE業務の現状と最近の取り組
みについて報告する。【業務内容】 検査、治療は原則、医師3-4名(麻酔担当1名)、看護師1名、臨床検査技師
1名、放射線技師１名、 CE1名で行っている。小児では全身麻酔下での手技が多いため、 CE業務として術前はモ
ニタリング装着、体位固定、麻酔介助、検査中は各医療機器の作動状況の確認、血液ガス分析装置での酸素飽和
度を測定、記載、術者に提示してきた。また Fick法にて Qp/Qs測定や肺血管抵抗の算出もおこなっている。治療
では上記以外に、 IVUSの操作、カテーテル中の物品出し等が業務に加わる。2010年以降、カテ室での直前カン
ファに参加し、検査、治療方針、方法、予想される合併症などの情報を参加者全員で共有。また2014年12月より
カテ室の CE1名を増員し、医師の負担を軽減する目的で、手洗いをしてデバイスの準備、サードアシスタントと
してカテーテルからのサンプリングを行う清潔介助業務を開始した。【考察とまとめ】 カテ治療は手術に比べ侵
襲が少なく，現在では多種多様のデバイスが使用されるようなった。また小児では新生児、乳児の重症先天性心
疾患を対象とすることが多く、成人に比べ状態が急変することも多い。デバイス、カテ種類に精通した CEが清潔
介助にはいることで、検査、治療の準備が迅速に行え、医師が手技に専念できる。また医師と近い位置で検
査、治療に参加することで、 CEが心疾患、手技の知識をつけることが可能となり、患者の病態変化への早期対応
能力の向上や、さらにはより安全なカテ検査、治療に繋がると考える。今後の課題はこの取り組みが以前より安
全かつ効率的な小児カテーテル検査、治療に繋がったかを検討することである。


